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研究成果の概要： 

 

本研究は、昨年度までの共同利用研究で得た成果を踏まえ、「チェルノブイリ原発事故と被災地

における学校が担った役割」と題して執り行われた。具体的には、①原発事故後に被災地にある学

校がとった対応を跡付ける、②その中で被災地の教職員がどのような役割を具体的に果たしたの

か、について考察することを目的とした。 

 そのため、本研究実施においては昨年度から引き続き⑴現地の新聞「ソヴィエツカヤ ベラルー

シ」に目を通し、注目記事を拾い上げることに多くの時間を割いた。時間に限りがあったため、各

新聞記事の内容を深く吟味しながら取捨選択することはできなかった。そのため、目に留まった記

事をとりあえずコピーし持ち帰ることとした。 

 また、⑵本年度 2 回目となる 3 月の滞在中には、9 日の午後 1 時半～4 時に文系共同研究棟にて

行われた福島チェルノブイリ研究会に参加させて頂いた。特定非営利活動法人 HSEリスク・シーキ

ューブ事務局長、土屋智子さんが「東海村での原子力安全にかんする NPOの活動について」という

テーマで講演されたのを拝聴した。そして会終了後には、スラブ・ユーラシア研究センターの家田

先生をはじめ、参加されていた皆様と交流を深める機会をもつことができ、情報交換をさせて頂い

た。 

今回の滞在を通じて北大スラブ・ユーラシア研究センターの坂口さんをはじめ、職員の方々には

大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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